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研究成果の概要（和文）：近年，多次元画像化・大容量化した生物研究における観察画像から，生物学的に重要
な特徴を効率よく抽出し測定する必要に迫られている．また，生物学領域全般では，観察対象の広さゆえに，多
様な画像データが産生される．この現状に対処すべく生物画像データ解析に特化したソフトウェア開発を実施し
た．本ソフトウェア系は，画像中の生物学的特徴を幾何的な表現として簡潔に表現・記述を可能とする基盤であ
り，比較的小規模なプログラミングによって解析システムを構築することができる．この系を使用し，培養細胞
系における細胞内小器官から魚類の自由泳動様式の解析に至るまで，広範な生物実験における定量的画像解析を
実施した．

研究成果の概要（英文）：There is an urgent need to efficiently extract and measure biologically 
important features from observational images in multidimensional imaging and large-capacity 
biological research in recent years. Moreover, various image data are produced in the whole 
biological field due to the wide range of observation objects. To deal with this situation, we have 
developed software specializing in biological image data analysis. This software system is a 
foundation that enables simple expression and description of biological features in images as 
geometric expressions, and an application can be constructed by relatively small-scale programming. 
Using this system, we performed quantitative image analysis in a wide range of biological 
experiments, from intracellular organelles in cultured cell lines to analysis of free migration 
patterns in fish.

研究分野： 発生生物学

キーワード： 生物画像データ解析
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，生物学研究において産生される画像データについて，その観察技法の発展に伴う多次元化・高精細化
と近年のデータ科学的方法論に基づく大量データの解析法の開発という要望に対応するべく，生物画像データ解
析に特化したソフトウェア基盤であり，特殊な顕微鏡からビデオ撮影した動画に至るまでの多岐に渡る画像デー
タを透過的に処理，定量的な解析までを行うことを可能とするものである．今後，本システムを適用することに
よって，広範な生物学実験における観察画像の定量的な解析を効率よく行う系を構築することが可能となる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年の生体イメージング技術の発展に伴い，時空間分解能に優れた光学機器の一般化が進む昨

今，時空間並びに他チャンネルを同時に観測可能な多次元画像データを簡便かつ大量に得られ
るようになっている．その一方で，これら画像データの大容量化に起因し，画像から表現型を
定量的に解析し，統計的に記述する過程において著しい困難を伴うようになった．特に，立体
的に複雑な形態をとる組織の形態を精緻に計測するためには計算機による支援が必須である．
ただ，計測対象となる生物に特有の画像特徴はその性状が非常に不安定であり，不定形かつ出
没や交差，分裂，融合などの現象が頻出する．さらに，生物学研究はその対象と観察技法が多
岐に渡るため汎用的な解析系を単純に適用するだけでは解析に供することは難しく，得られた
画像データを高い効率で解析する技法の開発が待たれていた． 
 
 
２．研究の目的 
代表者はこれまでに，観察者目視による半自動的な生物学的特徴の抽出と定量的解析を行うた

めのソフトウェアを開発し，共焦点レーザ顕微鏡により撮影した上皮細胞群の空間配置の時間
遷移や，ここの細胞の変形の過程を可視化，計測する系について確立した．この系では，生物
学的な特徴として局所的な輝度の極大を示す座標の探索や，その組み合わせによって距離など
の単純な特徴を求める機能を擁している（Kondo and Hayashi., 2013, Kato et al., 2016）．こ
のように，画像データから任意の生物学的特徴を抽出し，さらに単純な幾何的特徴として表現
型を記述する作業のプログラムについて，再利用を目的としたソフトウェア基盤を整備するこ
とによって生物学領域における画像解析全般に広く適用可能な汎化が可能となると考えられ
る． 
 
 
３．研究の方法 
 大量の生物画像データを対象として定量的な解析を行う際は，その処理効率や，多様な撮像
環境に由来するデータであることを勘案し，都度実験系に即した専用アプリケーションソフト
ウェアとして実装している．その一方，生物画像データから生物学的に有用である画像上の特
徴は幾何情報として一般化し記述可能なことが多い．従って，これらの技法については生物学
研究に特化した定量的画像解析法として汎化することが可能であると考えられる．そのため，
技法の共通部分を括り出して共用可能とすることで個別の実験系に即したアプリケーションソ
フトウェアをより迅速かつ効率的に開発することが可能となるものと考えられる．これまでの
事例から，計測にかかる手法の共通部分を集約し，ソフトウェアライブラリとして実装，個別
のアプリケーションソフトウェアから都度それらの機能を呼び出すことによって様々な実験系
に簡便に対応することを可能とする基盤とする．そして，複数の生物画像データ解析事例にお
いて本研究における方法論を適用することにより，その有用性を検証する． 
 
 
４．研究成果 
 本研究では，広範な生物学分野において様々な生物種を対象とした多様な観察系を対象と
し，整備したソフトウェアライブラリを基盤とする専用アプリケーションソフトウェアの開
発・運用を行い，その有用性を検証した． 
 胚性幹細胞における核内構造を構成する球状の構造体の配置について，網羅的かつ自動的に
解析を行う系をこの基盤上に実装した．その際，本ライブラリ上に組み込みの SQL データベー
スの機能を利用することにより画像処理ライブラリから画像特徴量を直接データベース化する
ことにより，比較的大規模な画像解析並びに統計処理を行う系の実装，運用を可能とした
（Kurihara et al., 2020）． 
 画像中の線状の構造は，細胞のアピカル面の標識による細胞集団の集合様式のみならず，血
管のネットワークや細胞骨格の様態など様々な対象，スケールにおいて見出される．生物画像
データからこの種の線状の構造物を抽出し，空間中の自由曲線モデルとして記述する系につい
て，本ライブラリへの統合を実施した．この機能を用いることで，培養細胞系における細胞内
のアクチンネットワークを構成するアクチン束の直径並びにその配置密度の推定を実施するた
めのアプリケーションを開発，計測を行なった（下図，Kondrychyn et al., 2020）． 



 
 
 本基盤上の自由曲線のフレームワークを用いて，よりマクロな事例である魚体について，高
速度カメラを用いてその自由泳動を撮影した動画を構成する全てのフレームから魚体の外型を
抽出し，その泳動時の形態を自由曲線モデルとして記述する系を開発した．このモデルをもと
に，観察対象の泳動速度をはじめ，泳動にかかる頭部の振幅，各部位の局所曲率などの特徴を
定量的に解析するソフトウェア並びに多数の動画を一括処理する系を開発し，様々な実験条件
並びに数値化条件下での測定を行なった（下図，Uemura et al., 2020, Kawano et al., 
2022）． 
 

 
 
 生物画像データは撮像環境の発展に伴い大容量化，多次元化が著しい．この種のデータを解
析するために，これまで開発したライブラリの中でも計算負荷の高いものについて並列実行を
可能とする実装を施した．この並列化したライブラリをメモリ共有型のマルチプロセッサ大型
計算機に配備し，実験毎に実装したアプリケーションソフトウェアを手元の開発機から大型計
算機に半自動的に配備する系を構築することによって，ソフトウェア開発ならびに処理・解析
の過程について高い効率で実行可能とした． 
 GUI（Graphical User Interface）環境下における生物画像データ操作系の実装を目的とし
て，インターフェイスを ImageJ のプラグインとして実装，実験者に作業の実施を依頼するこ
とで，実験系生物研究者にとって使い勝手の高い系についての検討を行なった（下図，Yoshihi 
et al., 2022）．この知見をもとに，GUI（Graphical User Interface）環境下における生物画
像データ操作系の実装を目的として，インターフェイスを ImageJ のプラグインとして実装，
実験者が作業を実施することで，実験系生物研究者の作業効率の最適化について検討を行なっ
た（下図，Yoshihi et al., 2022）． 
 



 
 
 
また，上記により得られた知見を基盤として，サンゴ幼生の泳動を民生用カメラによって撮

影した動画から，その挙動を追跡するに最低限必要となる時間間隔で静止画を切り出し，後の
解析に供するため保存を行う GUI アプリケーションの開発を行なった（下図，Sakai et al., 
2020）． 
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